
小
さ
な
お
店
で

滴
足
の
お
料
理

丁
R
A
丁
丁
O
R
-
A

「
M
A
R
C
O
」

鯉
川
筋
の
東
側
に
オ
ー
プ
ン

し
た
上
ラ
ッ
ト
リ
ア

「
M
A
R

C
O
」
。
ホ
テ
ル
の
厨
房
や
、

神
戸
の
有
名
レ
ス
ト
ラ
ン
の
店

長
な
ど
も
つ
と
め
た
若
き
実
力

派
シ
†
一
フ
・
鍛
冶
亮
一
さ
ん
が

シ
ェ
フ
を
ま
か
さ
れ
、
「
み
な

さ
ん
に
気
軽
に
食
べ
に
き
て
も

ら
え
て
、
け
れ
ど
一
品
一
品
が

し
っ
か
り
し
た
料
理
が
出
せ
る

よ
う
な
店
に
し
た
い
」
と
オ
ー

プ
ン
し
た
お
店
。
例
え
ば
、
今

日
は
ワ
イ
ン
と
前
菜
だ
け
食
べ

た
い
、
今
日
は
パ
ス
タ
だ
け
、

今
夜
は
し
っ
か
り
と
コ
ー
ス
料

理
を
い
た
だ
き
た
い
、
と
い
う

シェフ・鍛冶さん(右)とさわやかなスタッフの皆さん

よ
う
に
、
そ
の
日
の
気
分
で
オ
ー

ダ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
店

内
は
、
白
い
土
壁
や
レ
ン
ガ
が

あ
た
た
か
い
イ
メ
ー
ジ
。
ち
な

み
に
マ
ル
コ
と
は
鍛
冶
さ
ん
の

ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
か
ら
。

鍛
冶
さ
ん
自
身
が
、
毎
朝
中

央
市
場
に
行
っ
て
、
そ
の
日
ご

と
に
良
い
食
材
を
仕
入
れ
、
メ

ニ
ュ
ー
に
取
り
入
れ
て
い
る
。

冬
の
季
節
な
ら
白
子
や
カ
キ
料

理
な
ど
が
お
い
し
く
な
っ
て
く

る
。
鍛
冶
さ
ん
は
北
海
道
に
親

戚
の
お
じ
さ
ん
が
い
て
、
子
供

の
こ
ろ
か
ら
新
鮮
で
お
い
し
い

魚
介
類
を
食
べ
て
き
た
た
め
、

こ
と
魚
介
に
関
し
て
は
口
が
肥

え
て
い
る
ら
し
い
。
本
日
の
魚

料
理
は
1
3
0
0
円
̃
、
北
海

道
産
た
ら
の
白
子
の
ソ
テ
ー
焦

が
し
バ
タ
ー
の
ソ
ー
ス

(
1
4

0
0
円
)
、
三
陸
気
仙
沼
産
牡

蛎
の
カ
ル
パ
ッ
チ
ョ

(
1
6
0

0
円
)

な
ど

(
メ
ニ
ュ
ー
は
ほ

ぼ
日
替
わ
り
な
の
で
こ
れ
ら
の

お
料
理
が
い
つ
で
も
で
き
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
)
。

ま
た
、
パ
ス
タ
の
内
容
も
し
っ

か
り
し
て
い
て
と
て
も
お
す
す

め
。
日
替
わ
り
ア
ン
テ
ィ
パ
ス

ト
‥
、
、
ス
ト
(
1
6
0
0
円
)
、

ス
パ
ゲ
テ
ィ
ー
二
の
定
番
メ
ニ
ュ
ー

か
ら
、
手
打
ち
パ
ス
タ
な
ど
。

和
牛
テ
ー
ル
の
ト
マ
ト
煮
込
み

(
1
6
0
0
円
)

な
ど
の
お
肉

料
理
、
そ
の
他
フ
ー
ド
メ
ニ
ュ
ー

は
多
数
揃
う
。

ワ
イ
ン
は
、
魚
料
理
に
合
う

辛
口
白
ワ
イ
ン
を
特
に
気
に
し

て
仕
入
れ
て
い
る
と
の
こ
と
、

お
料
理
に
合
わ
せ
て
お
す
す
め

ワ
イ
ン
を
聞
い
て
み
て
ほ
し
い
。

ラ
ン
チ
は
、
パ
ス
タ
ラ
ン
チ

(
1
0
0
0
円
)
、
お
す
す
め
の

M
A
R
C
O
の
ラ
ン
チ

(
1
8

0
0
円
)
。

音
M
A
R
C
O

神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
3
-
6
-
5

柾
0
了
8
I
3
2
2
-
4
了
5
8

‖
‥
3
0
̃
1
 
5
‥
0
0

(
」
O
1
 
4
‥
0
0
)

1
 
7
‥
0
0
̃
2
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‥
的

(
」
0
2
2
‥
0
0
)

水
曜
休

ド
フ
ェ
ア

豊
の
国

食
・
彩
々
」

を
開
催
し
て
い
る
。
恵
ま
れ
た

自
然
環
境
を
活
か
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
農
水
産
物
を
生
み
出
し
て

い
る
大
分
。
別
名
「
豊
(
と
よ
)

の
国
」
と
は
、
そ
の
昔
、
天
皇

が
多
く
の
食
材
を
大
分
か
ら
得

て
い
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
か
。

現
在
は
、
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
運
動

も
盛
ん
で
、
そ
う
し
た
特
色
あ

る
「
食
」
に
着
目
し
、
オ
ー
ク

ラ
の
食
の
伝
統
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
今
回
の
企
画
だ
。

1
階
の
和
食
堂
「
山
里
」

で

は
、
豊
の
国
ふ
る
さ
と
の
味
の

小
鉢
が
、
1
0
日
ご
と
に
品
を
変

え
て
登
場
す
る
「
豊
の
国
ふ
る

さ
と
の
味
御
膳
」

(
2
6
2
冨

田
)
、
豊
後
師
や
郷
土
料
理
・

豊
後
だ
ん
ご
汁
、
平
目
薄
造
り

な
ど
の

「
豊
の
国
ふ
る
さ
と
会

席
」

(
1
1
5
5
0
円
)

な
ど

を
ご
用
意
。
中
華
料
理
「
桃
花

林
」

で
は
、
至
福
の
メ
ニ
ェ
ー

「
大
分
一
村
一
品
菜
譜
」
(
1
0

5
0
0
円
)

や
ラ
ン
チ
、
鉄
板

焼
「
さ
ざ
ん
か
」

で
は
豊
後
牛

を
堪
能
で
き
る

「
豊
の
国
美
食

絢
爛
」

(
1
3
6
5
0
円
)

や

ラ
ン
チ
な
ど
。
そ
の
他
レ
ス
ト

ラ
ン

「
エ
メ
ラ
ル
ド
」
や
レ
ス

ト
ラ
ン

「
カ
メ
リ
ア
」

で
も
大

分
の
地
鶏
や
魚
介
を
使
っ
た
コ
ー

92

飽川筋のおしゃれな店先

ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
神
戸

大
分
県
フ
ー
ド
フ
ェ
ア

「
豊
の
国

食
・
彩
々
」

ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
神
戸
で
は
、

1
1
月
約
日
ま
で
「
大
分
県
フ
ー

べ運上

ーく喜一
聖シ

王藍里

」
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和食堂「山里」の
「豊の国ふるさとの味御謄」

ス
や
お
手
頃
な
ラ
ン
チ
を
企
画

し
て
い
る
。
メ
イ
ン
パ
ー
「
エ

メ
ラ
ル
ド
」
、
カ
ク
テ
ル
ラ
ウ

ン
ジ

「
ス
タ
ー
ラ
イ
ト
ラ
ウ
ン

ジ
」

で
も
、
大
分
特
産
の
み
か

ん
や
カ
ボ
ス
を
使
っ
た
カ
ク
テ

ル
や
、
焼
酎
な
ど
の
フ
ェ
ア
を

開
催
す
る
。
(
左
記
税
込
み
価

格
の
1
0
%
の
サ
ー
ビ
ス
科
が
別

途
)

フ
ェ
ア
期
間
中
、
別
府
温
泉

杉
乃
井
ホ
テ
ル
宿
泊
券
や
、
豊

後
牛
な
ど
大
分
県
の
名
産
が
当

た
る
ア
ン
ケ
ー
ト
ク
イ
ズ
を
実

施
し
て
い
る
。

○
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
神
戸

柏
戸
市
中
央
区
波
止
場
2
-
1

密
0
1
8
I
3
3
3
I
O
l
l
「
(
代
表
)

連
絡
先
・
営
業
時
間
は
、
各
レ
ス
ト
ラ

ン
、
パ
ー
な
ど
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

君
も
‥
\
\
k
O
b
O
.
コ
o
青
の
ー
O
k
u
「
a
.
8
」
で

コ
ン
チ
ェ
ル
ト
の
ク
リ
ス
マ
ス

「
ク
ラ
シ
カ
ル
ホ
ー
リ
ー
ナ
イ
ト
」

ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
・
モ
ザ
イ

ク
前
か
ら
発
着
し
て
い
る
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
グ
ル
メ
船
「
コ
ン
チ
ェ

ル
ト
」
で
は
、
今
年
も
ロ
マ
ン

チ
ッ
ク
な
ク
リ
ス
マ
ス
を
提
供

し
て
く
れ
る
。

あ
た
か
い
キ
ャ
ン
ド
ル
の
光

に
照
ら
さ
れ
た
船
内
で
、
静
か

な
ク
リ
ス
マ
ス
。
ダ
イ
ニ
ン
グ

で
は
、
K
O
B
E
ビ
ー
フ
や
新

鮮
な
海
鮮
料
理
な
ど
、
神
戸
な

ら
で
は
の
ス
ぺ
シ
ャ
リ
テ
ィ
が

用
意
さ
れ
る
。
広
東
料
理
フ
ル

コ
ー
ス
「
星
空
の
ス
ぺ
シ
ャ
リ

テ
」

(
1
了
0
0
0
円
/
乗
船

料
込
)
、
中
華
バ
イ
キ
ン
グ
メ

ニ
ュ
ー
(
大
人
1
3
0
0
0
円

/
小
人
6
5
0
0
円
/
乗
船
料

込
)
、
ク
リ
ス
マ
ス
鉄
板
焼
フ

ル
コ
ー
ス

(
2
0
0
0
0
円
/

乗
船
料
込
)

な
ど
。
ク
ラ
シ
ッ

ク
コ
ン
サ
ー
ト
や
、
ジ
ャ
ズ
ラ

イ
ブ
な
ど
の
企
画
も
あ
る
。

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
「
コ
ン
チ
ェ

ル
ト
」
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
ク
ル
ー

ジ
ン
グ
は
、
毎
年
と
て
も
人
気

が
あ
る
の
で
、
早
め
に
ご
予
約

を
!

●
期
間

1
2
/
2
3
㈱
̃
2
5
出

●
運
航
時
間

4
便
1
7
‥
3
0
̃

9
・
-
」
U

5
便
1
9
‥
4
5
̃
2
 
1
‥
5
0

音
コ
ン
チ
ェ
ル
ト

予
約
セ
ン
タ
ー
(
1
0
‥
0
0
̃
1
8
‥
0
0
)

蜜
0
1
8
-
3
6
0
-
5
6
0
0

丁
雷
p
‥
\
\
k
o
b
①
8
⊃
c
e
ユ
9
8
∃

神
戸
牛
ビ
ー
フ
ス
テ
ー
キ

「
モ
ー
リ
ヤ
」
三
宮
店
が
オ
ー

プ
ン特

選
・
神
戸
牛
ビ
ー
フ
ス
テ
ー

キ
の
老
舗
「
モ
ー
リ
ヤ
」
の
三

宮
店
が
オ
ー
プ
ン
。
レ
ン
ガ
造

り
の
本
店
か
ら
、
生
田
ロ
ー
ド

を
南
に
下
り
た
、
第
1
岸
ビ
ル

の
3
階
。

落
ち
着
い
た
照
明
と
シ
ッ
ク

な
内
装
で
ゆ
っ
く
り
と
食
事
が

で
き
る
店
内
。
禁
煙
席
が
1
2
席

用
意
さ
れ
て
い
る
の
で
、
予
約

の
と
き
に
指
定
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

メ
ニ
ュ
ー
は
本
店
と
変
わ
ら

ず
、
ま
た
そ
の
焼
き
方
へ
の
こ

だ
わ
り
な
ど
も
も
ち
ろ
ん
変
わ

ら
な
い
。
サ
ー
ロ
イ
ン
ス
テ
ー

キ
は
1
5
0
g
単
品
5
2
5
0

円
̃
、
オ
ー
ド
ブ
ル
、
ス
ー
プ
、

サ
ラ
ダ
な
ど
が
つ
い
た
セ
ッ
ト

6
3
0
0
円
̃
。
フ
ィ
レ
ス
テ
ー

キ
は
、
1
3
0
g
単
品
5
2
5

0
円
̃
。
極
上
サ
ー
ロ
イ
ン
、

特
選
サ
ー
ロ
イ
ン
、
極
上
フ
ィ

レ
、
特
選
フ
ィ
レ
と
、
質
の
良

い
神
戸
牛
が
続
く
。
最
高
級
グ

レ
ー
ド
の
特
選
サ
ー
ロ
イ
ン
・

フ
ィ
レ
は
、
品
数
が
少
な
い
の

で
用
意
で
き
な
い
場
合
も
あ
る

と
か
。
活
伊
勢
海
老
の
鉄
板
焼

(
6
3
0
0
円
)
、
牛
肉
の
た
た

き

(
2
1
0
0
円
)

な
ど
の
単

品
メ
ニ
ュ
ー
も
。
(
デ
ィ
ナ
ー

は
サ
ー
ビ
ス
料
1
0
%
別
途
)

ラ
ン
チ
は
エ
ー
ゲ
海
コ
ー
ス

4
7
2
5
円
̃
。

1
8
8
5
年
の
創
業
以
来

「
本
当
に
質
の
良
い
神
戸
牛
を

も
っ
と
も
お
い
し
い
形
で
提
供

す
る
」
と
い
う
信
念
を
つ
ら
ぬ

い
て
き
た

「
モ
ー
リ
ヤ
」
。
新

し
い
店
舗
で
も
、
そ
の
思
い
や
、

あ
た
た
か
い
お
も
て
な
し
の
心

は
ま
っ
た
く
変
わ
ら
な
い
。

萱
モ
ー
リ
セ
三
宮
店

神
戸
市
中
央
区
北
長
狭
通
1
-
9
-
9

第
一
岸
ピ
ル
3
陪

審
0
1
8
-
3
2
1
-
1
9
9
0

‖
‥
3
0
̃
2
2
‥
如

(
2
1
‥
3
0
オ
ー
ダ
ー
ス
ト
ッ
プ
)

※
平
日
の
1
5
‥
0
0
̃
1
7
‥
0
0
は
C
」
O
S
E

第
3
月
曜
休
(
祝
日
の
場
合
は
火
躍
休
)

萱
モ
ー
リ
セ
本
店

神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
2
-
1
-
1
 
7

蜜
0
1
8
-
3
9
1
-
4
6
0
3

‖
‥
3
0
̃
2
2
‥
3
0

(
2
1
‥
0
0
オ
ー
ダ
ー
ス
ト
ッ
プ
)

帯
1
月
曜
休
(
祝
日
の
場
合
は
火
畷
休
)

言
寄
\
\
ミ
ミ
≦
.
∃
o
…
j
<
a
.
8
」
p

楽
天
市
場
店

ざ
ま
p
‥
\
\
∈
…
く
.
「
a
k
u
青
雲
.
8
.
」
p
\
∃
o
u
「
i
く
a
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神
戸
文
化
ホ
ー
ル
で
。
指
揮
・

音
楽
監
督
は
堤
俊
作
、
演
奏
に

ロ
イ
ヤ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
管

弦
楽
団
を
迎
え
る
。

風
か
お
る
&
輝
く
女
/
男
達

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

‖
/
2
0
出
1
 
6
時
間
演

神
戸
文
化
ホ
ー
ル

(
地
下
鉄
「
大
倉
山
」

駅
)S

席
5
0
0
0
円

A
席
4
0
0
0
円

"
問
い
合
せ
/
ウ
ィ
ン
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
カ
ン
パ
ニ
ー

埴
0
7
8
-
6
9
-
-
2
2
6
0

94

貞
松
・
浜
田
バ
レ
エ
団

「
コ
ッ
ペ
リ
ア
」

1
 
1
/
2
1
㈲
1
5
時
0
0
分
間
演

神
戸
文
化
ホ
ー
ル

(
地
下
鉄
「
大
倉
山
」
駅
)

S
席
1
0
0
0
円

A
庸
6
0
0
0
円

B
席
5
0
0
0
円

C
席
4
0
0
0
円

(
全
席
指
定
)

鵜
同
い
合
せ
/
智
0
1
8
-
8
6
1
1

2
優
U
O
9

風かおる

風
か
お
る
が
毎
年
続
け
て
き

た
、
阪
神
淡
路
大
震
災
遺
児
に

贈
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

も
1
0
回
を
数
え
、
今
回
で
フ
ァ

イ
ナ
ル
。
風
か
お
る
の
美
し
く

パ
ワ
フ
ル
な
歌
声
と
、
サ
ッ
ク

ス
奏
者
・
難
波
克
行
ら
と
と
も

に
、
ハ
ー
ト
ウ
ォ
ー
ミ
ン
ク
な

ス
テ
ー
ジ
に
誘
う
。

に
入
り
、
鉄
道
が
誕
生
し
、
多

く
の
鉄
道
錦
絵
が
生
ま
れ
た
。

神
戸
・
大
阪
問
の
鉄
道
は
明
治

7
年
に
開
業
、
神
戸
を
走
る
汽

車
の
よ
う
ず
は
長
谷
川
中
信

(
二
代
貞
信
)

に
よ
っ
て
紹
介

さ
れ
た
。
本
屋
で
は
こ
う
べ
元

町
宣
3
0
周
年
に
ち
な
み
、
神

戸
市
立
博
物
館
所
蔵
の
上
川
庄

二
郎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
池
長
孟

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
優
品
を
選

び
展
示
。

歌
い
、
闘
い
続
け
た
。
残
忍
な

差
別
に
対
し
て
、
も
っ
と
も
美

し
い
武
器
で
闘
っ
た
人
間
た
ち

の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
。
2
0

0
2
年
リ
ー
・
ハ
ー
シ
ュ
監
督

作
品
。
※
チ
ケ
ッ
ト
プ
レ
ゼ
ン

ト
あ
り

ー
N
D
-
E
S

C
-
N
E
M
A

A
R
丁

貞
松
正
一
郎
が
演
出
・
振
付

け
を
手
か
け
る
「
コ
ッ
ペ
リ
ア

(
全
3
幕
)
」
。
青
年
・
フ
ラ
ン

ツ
君
が
恋
し
た
の
は
窓
辺
の
美

少
女
・
コ
ッ
ペ
リ
ア
。
彼
女
は

何
者
?

傑
作
ラ
ヴ
・
コ
メ
デ
ィ

を
貞
松
・
浜
田
バ
レ
エ
団
が
つ

い
に
初
演
。
出
演
は
貞
松
正
一

郎
、
上
村
未
香
、
井
勝
ほ
か
。

1
2
/
2
5
出
・
2
6
㈲
は
、
特
別

公
演
「
く
る
み
割
り
人
形
」
が

神
戸
・
東
京
鉄
道
錦
絵

の
世
界

‖
/
5
㈲
̃
2
3
㈹

1
 
0
時
!
1
 
8
時

水
曜
休
館

神
戸
ま
ち
づ
く
り
会
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

(
元
町
商
店
街
4
丁
目
)

入
館
無
料

S
問
い
合
せ
/
ま
ち
づ
く
り
会
館

猛
0
1
8
-
3
6
1
-
4
5
2
3

錦
絵
と
は
、
江
戸
時
代
か
ら

制
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
多

市
民
映
画
劇
場
1
 
2
月
例
会

「
ア
マ
ン
ド
ラ
!
希
望
の
歌
」

1
2
/
1
0
幽
・
‖
出

自
時
̃

(
1
日
4
回
上
映
)

神
戸
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
3
階
ホ
ー
ル

(
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
)

一
般
1
5
0
0
円
(
前
売
1
3
0
0
円
)

当
日
シ
ニ
ア
1
1
0
0
円

学
生
1
3

0
0
田

園
問
い
合
せ
/
神
戸
映
画
サ
ー
ク
ル
協

議
会

密
0
1
8
-
3
3
1
-
8
5
3
8

1
9
4
0
年
代
、
ア
パ
ル
ト

ヘ
イ
ト
下
の
南
ア
フ
リ
カ
。
黒

人
た
ち
は
、
権
利
を
奪
わ
れ
、

逆
ら
え
ば
容
赦
な
く
殺
さ
れ
る

過
酷
な
状
況
の
中
で

「
歌
」
を

聖
G

「
e
b
o
ミ
S
k
i

京
都
を
中
心
に
関
西
エ
リ
ア

の
各
シ
ー
ン
で
評
価
の
高
い
バ

ン
ド
「
ビ
ッ
グ
・
リ
ボ
ウ
ス
キ
」

が
フ
ァ
ー
ス
ト
ア
ル
バ
ム
『
ビ
ュ
ー

テ
ィ
フ
ル
ソ
ン
グ
ス
』
を
発
売
。

サ
ッ
ク
ス
を
含
め
た
ブ
ラ
ス
ロ
ッ

ク
サ
ウ
ン
ド
に
、
ス
ト
レ
ー
ト

な
日
本
語
詞
、
特
別
に
8
5
年
大

ブ
レ
ー
ク
し
た
洋
画
『
グ
ー
ニ
ー

ズ
』

の
テ
ー
マ
曲
の
カ
ヴ
ァ
ー

も
収
録
。
レ
コ
発
ツ
ア
ー
、
神

戸
は
n
/
2
2
ト
ア
ロ
ー
ド
の

「
<
A
R
H
T
」

で
。

獲
A
P
P
E
A
し

R
E
C
O

A
D
S

蜜
0
3
-
5
7
6
6
I
5
1
2
1
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獲チキンジョージ
丁巨」,078-392-0 1 46

h ttp://www.chicke n-g8O rg e. CO.j p

7 (日) KaYoko(VO)/THE BEATBIRDS

l 「 (木) §low night ei6Ven/DEPAPEPE

ラブハンドルズ他

14(日)工テナクス

19(金)清水竜泉開法言己念STEAM B

ATH NIGH丁2004

20(土) MARINO/RAJAS

21(日) ACTlON

22(月)是万博邦ROCK UNIT&杉山

満貫

23(火) JUD巨

28(日) KEMURI

29(月) GOHSUKE az他

12/1 (水) GO!GO17188

2 (木) BiG HORNS BEE

3(金) ARB

■ピアジュリアン
TEL,078-3g l -8081

http://www,Pia-julien.com

7 (日)大川真理子・渡戸由布子(コン

トラバス)林典子(P)

9 (火)ゲストデー

10(水)中寛佐和・永友康之・藤原友

紀(ピアノトリオ)

11(木)林典子(P〉

12 (金)小林整希子(∨∩)林典子(p)

14(日)高橋葉子(チェロ)山内尚子(P)

16 (火)鈴木恵美(sax)森玉美漕(p)

18(木)長谷川真弓(bojore)

19(金)山越まり(フルート)鈴木華童

子(p)

21(日)小島理恵(ソプラノ)藤江圭子

(p)

22(月)西川奈江(Vn)西川亜季(P)

24(水)木村政雄(チェロ)

25(木)田中寿代(コントラバス)林典

子(P)

26(金)中村真美(ci)藤渓優子(P)

27(土)田原祥一郎(テノール)田中潤

子(ソプラノ)

28(日)古田昌子(メゾソプラノ)鎌田

史子(p)

30(火)中島悦子(ヴィオラ)楢田海徳

(P)

漢Ho=Y’s

丁E」.078-251 -5 1 47

http://kobe-ho11YS.COm

4 (木)西田仁トリオ

5 (金)名倉学&モンキーソウル

6 (土)藤岡まゆみ(vo)嘉川信也(b)

11 (木)大内玲子(p)吉田武史(b)山田

幸彦(d「)和田正範(sax)

12(金)河本悦子(vo)和田なつき十ピ

アノトリオ

18 (木)鈴木久美子(sax)乗用信也(b)

19(金)屈原やよいピアノトリオ

25(木)セッションナイト

26(金) TWINギター OGASAKU

27 (土)杯事(vo)杉本了(p)折井省吾(b)

中島要〈d「)

○語尾宗兵衛
丁E 」.078-332- 1 963

http://WWW.SO Ubei.胴t/

5 (金) Asa(∨○)中村豊(p)

6 (土)大江昭-(p)山本久生(b)三夜

陽一郎(d 「)

7 (日〉いとう翔ボーカル教室発表会

12(金)山本恵理(p)中島教秀(b〉小松

尚人(d「)

13(土)たはラフアローズ/梶原章吾(t

P)吉岡優(P)他

14(日)天然水(ラテン・ファンクジャズ)

15(月)蛇島あけみ・坂田佳(VO)

1 6 (火)高橋知道(SaX)石田浩基(P)他

19(金)池田美代(VO沖村秦介(P)他

20(土) G「oove Elektra

21 (日)ナターンヤ/徳本案穂子(アコー

ディオン)他

22(月) Cross Boads

23(火)東京・pOPa

24(水)まぶちまきひろ(g)元固まもる

(p)他

26(金) 「ユーラシアの風」 1

27(土)中村道子(vo)

28(日)入江美香

30(火)ブノンク・ステーション

12/3(金)中林諒平・坂崎拓也・宮上

啓仁(b)

4 (土)広瀬未来(tp)クインテット

漢SONE

丁巨」.078-221-7009

http ://kobe-SOne.COm

7 (日)ロイヤル・フラッシュ・ジャズバ

ンド

8 (月)那須淳子十トリオ

9 (火)古田照美十トリオ

10(水)大越理加十トリオ

11(木)ジャネット十トリオ

12(金)第5回ジャズボーカルクイー

ンコンテスト準GP瀬川えみこ

他

13(土)橋本裕ギタークワルテット十

新井雅代

14(日)鍋島直沌クワルデット十北荘

桂子

15(月)浅香久志十トリオ

16(火)キャンディー浅田+トリオ

17(水)新井雅代十トリオ

18(木)古谷充クワルテット

19(全)宇島寿美子十トリオ

20(土)ベティ関宮十トリオ

21(日)藤井貞秦トリオ十溝口恵美子

22(月)北荘桂子十トリオ

23(火)山内尚美(VO)十トリオ

24(水)若宮美和ひさがたり十ギター

トリオ

25(木)長谷川元値クワルチット十宮野

英子

26(金)新井雅代十トリオ

27(土)大越理加十トリオ

28(日)北村英治クワルテット

29(月)河村恭子十トリオ

30(火)大越理加十トリオ

菓Maiden Voγ的e

TEL. 078.806-0899

http://v剛v.kovo.[8t/maidon・VOγag8

6 (土)内匠由佳トリオ

7 (日)カナダからの手紙/Darren Si

g8 Sm…d(tb)他

10(水)ラフホ一周年記念イベント/も

こもこ-す ルチャリブレ他

11(木) NEXT ORDER他

13(土) BLUE M0ON TRiO

14(日)アコースティックナイト一美彩-

19(金) Nutheorγ

24(水) Brothor Soul &鈴木一郎Band

25(木) GiZMO他

26(金)山野修作トリオ

28(日)松永明子

愛
読
者
チ
ケ
ッ
ト

プ
レ
ゼ
ン
ト

●
市
民
映
画
劇
場
1
 
2
月
例
会
「
ア

マ
ン
ド
ラ
!
希
望
の
歌
」

(
1
 
2
/

1
 
0
・
‖
産
業
振
興
セ
ン
タ
I
)

ベ

ア
2
組

●
神
戸
フ
ロ
イ
テ
合
唱
団
「
第
九
」

(
1
 
2
/
1
 
4
神
戸
国
際
会
館
こ
く
さ

い
ホ
ー
ル
)

ペ
ア
5
組

●
映
画
館
招
待
券

★
パ
ル
シ
ネ
マ
し
ん
こ
う
え
ん

(
湊
川
公
園
)

2
名

n
/
u
̃
1
9

「
上
海
家
族
」

「
オ

ア
シ
ス
」
※
レ
デ
ィ
ー
ス
デ
ー
女

性
9
0
0
円
▽
‖
/
2
0
̃
1
2
/
2

「
真
珠
の
耳
飾
り
の
少
女
」
「
パ
ピ

ヨ
ン
の
贈
り
も
の
」
▽
1
2
/
4
̃

1
3
小
津
安
二
郎
特
集
「
秋
刀
魚
の

味
」

「
麦
秋
」

▽
1
2
/
1
8
̃
2
7

「
恋
愛
中
毒
」
「
殺
人
の
追
憶
」

★
シ
ネ
モ
ザ
イ
ク

(
ハ
ー
バ
ー
ラ

ン
ド
)

2
名

n
/
1
3
̃
「
コ
ラ
テ
ラ
ル
」
▽
1
 
1

/
2
0
̃
「
ハ
ウ
ル
の
動
く
城
」
▽

1
2
/
4
̃
「
G
O
Z
Z
I
し
A
」

▽
1
2
/
4
̃
「
ス
カ
イ
キ
ャ
プ
テ

ン
」

※
応
募
方
法

ハ
ガ
手
か
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
①
希
望
す

る
チ
ケ
ッ
ト

(
劇
場
名
)
②
住
所
・
氏

名
⑧
電
話
番
号
④
今
月
号
の
感
想
を
吾

い
て
〒
6
5
0
1
0
0
1
1

神
戸
市

中
央
区
下
山
手
通
2
-
鳩
I
2
建
創
ビ

ル
4
階

(
F
A
X
O
7
8
1
3
3
1
-

2
1
9
5
)

「
月
刊
神
戸
っ
子
チ
ケ
ッ

ト
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
係
ま
で
お
送
り
下
さ

い
。
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西
元
町
駅
か
ら

オ
ト
ク
な
神
戸
め
く
り

n
月
1
日
か
ら
0
0
日
ま
で
、

西
元
町
駅
で
は
「
西
元
町
も
T

O
K
U
・
と
く
」
が
実
施
さ
れ

る
。
神
戸
高
速
鉄
道
の
各
駅
な

ど
で
「
T
O
K
U
・
と
く
」
チ

ラ
シ
を
も
ら
い
、
駅
係
員
に
日

付
印
を
押
し
て
も
ら
う
と
、
そ

の
日
1
日
、
元
町
商
店
街
や
神

戸
ポ
ー
ト
タ
ワ
ー
な
ど
で
割
引

が
受
け
ら
れ
る
と
い
う
も
の
。

元
町
商
店
街
で
は
5
0
店
舗
ほ
ど

が
参
加
し
て
お
り

(
く
わ
し
く

は
チ
ラ
シ
の
裏
面
に
)
、
5
%

̃
2
0
%
の
割
引
。
神
戸
港
観
光

船
(
2
杜
)

で
は
乗
船
料
の
1
0

%
割
引
、
神
戸
ポ
ー
ト
タ
ワ
ー

で
は
入
館
料
の
大
人
1
0
0
円

引
、
小
人
5
0
円
引
な
ど
の
予
定
。

普
段
あ
ま
り
西
元
町
駅
を
利

用
し
な
い
人
も
、
元
町
商
店
街

を
西
か
ら
め
ぐ
り
、
港
の
方
へ

ぶ
ら
り
と
歩
い
て
み
れ
ば
、
新

し
い
お
店
や
発
見
が
あ
る
か
も
。

喜
田
/
神
戸
運
輸
監
理
部

曾
0
了
8
I
2
2
1
-
3
1
4
4

「
パ
タ
ゴ
ニ
ア
神
戸
」

居
留
地
に
オ
ー
プ
ン

世
界
中
に
フ
ァ
ン
を
も
つ
ア

ウ
ト
ド
ア
・
ス
ポ
ー
ツ
用
品
メ
ー

カ
ー
「
パ
タ
ゴ
ニ
ア
」

(
本
社

/
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
)

の
、
国
内
n
番
め
の
直
営
店

「
パ
タ
ゴ
ニ
ア
神
戸
」

が
、
居

留
地
の
ダ
イ
ヤ
ビ
ル
に
オ
ー
プ

ン
し
た
。
パ
タ
ゴ
ニ
ア
の
創
業

は
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
・
ギ
ア
を

作
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

自
然
に
敬
意
を
表
し
、
ア
ウ
ト

ド
ア
・
ス
ポ
ー
ツ
を
愛
す
る
信

念
が
経
営
や
ス
タ
ッ
フ
の
意
欲

に
現
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
防

寒
具
を
は
じ
め
と
す
る
ア
ウ
ト

ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ア
は
、
非

常
に
機
能
的
で
、
質
の
商
い
も

の
。
「
ウ
ェ
ア
は
温
か
く
、
ド

ラ
イ
に
、
例
え
ば
ス
キ
ー
を
し

て
い
る
と
き
に
、
ス
キ
ー
ヤ
ー

が
常
に
ウ
ェ
ア
の
こ
と
を
考
え

る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
。
ウ
エ

ア
自
体
を
経
験
す
る
の
で
は
な

く
て
、
自
然
を
経
験
で
き
る
よ

う
に
」
企
画
・
製
造
さ
れ
て
い

る
と
、
パ
タ
ゴ
ニ
ア
日
本
支
社

長
の
ビ
ル
・
ウ
ァ
ー
リ
ン
さ
ん
。

加
え
て
、
パ
タ
ゴ
ニ
ア
で
は
自

然
・
環
境
保
護
活
動
を
す
す
め

る
こ
と
も
企
業
理
念
の
ひ
と
つ

掌芳子壊鷲敦霊霧諾詑
居醐こオ‾プンしたパタゴニア神戸

に
あ
げ
て
お
り
、
製
品
の
素
材
、

製
造
工
程
な
ど
で
も
自
然
へ
の

悪
影
響
が
少
な
い
選
択
を
し
て

い
る
ほ
か
、
収
益
の
一
部
を
草

6 T上中〒超 と 者の域ト てるにのに ま ン芸が遠は文頭鮮大 泊 選あ誕 

彊繭量繭量鱒器 
・ 11戸本 i 郎こ う が災るネ。とを互社中 なポ学テすき身速胞や 
3 村市部 M )とこ い害埋 ッ し知い会積 り ラやム。方の・が、 
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の
根
環
境
保
護
活
動
を
行
な
う

団
体
に
寄
付
、
製
品
の
提
供
な

ど
も
行
な
っ
て
い
る
。

六
甲
山
に
親
し
み
、
ア
ウ
ト

ド
ア
・
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
者
の
多

い
神
戸
っ
子
た
ち
に
も
嬉
し
い

ニ
ュ
ー
ス
だ
。

臆
パ
タ
ゴ
ニ
ア
神
戸

神
戸
市
中
央
区
伊
藤
町
1
0
8

ダ
イ
ヤ
1
0
8

蜜
0
了
8
-
3
3
4
-
了
1
1
了

u
時
̃
1
9
時

h
t
t
p
‥
\
\
w
w
w
.
p
a
t
a
g
°
n
i
a
.
8
呂

世
界
の
若
者
会
議
2
0
0
4

特
定
非
営
利
法
人
国
際
教
育

文
化
交
流
会
(
田
中
カ
ズ
子
理

事
長
)

で
は
、
1
9
9
8
年
以

来
、
外
国
人
留
学
生
の
就
職
支

援
を
目
的
に
「
世
界
の
若
者
会

議
」
を
開
催
し
て
き
た
。

今
年
の

「
世
界
の
若
者
会
議

2
0
0
4
」

で
は
、
世
界
各
地

で
活
躍
し
て
い
る
留
学
生
O
B

へ
の
幅
広
い
支
援
と
、
O
B
と

留
学
生
、
市
民
た
ち
と
の
国
際

的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
る

こ
と
を
目
指
し
、
留
学
生
と
O

B
た
ち
か
ら
論
文
を
募
集
。
優

秀
な
論
文
は
、
1
2
月
u
日
の
会

議
で
発
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
論
文
の
テ
ー
マ
は
「
世
界

を
拓
く
留
学
生
の
多
様
な
キ
ャ

リ
ア
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
。

留
学
を
し
た
経
験
か
ら
、
そ
の

体
験
を
踏
ま
え
た
職
業
選
択
に

つ
い
て
、
こ
れ
か
ら
の
目
標
に

つ
い
て
な
ど
、
若
者
た
ち
の
考

え
が
論
じ
ら
れ
る
。
日
本
に
留

学
に
来
て
い
る
、
ま
た
は
卒
業

し
た
外
国
人
、
海
外
に
留
学
し

て
い
る
日
本
人
学
生
に
よ
る
。

「
世
界
の
若
者
会
議
2
0
0

4
」

で
は
、
論
文
発
表
、
授
賞

式
の
他
、
元
ミ
ャ
ン
マ
ー
特
命

全
権
大
使
で
ア
ジ
ア
母
子
福
祉

教
会
理
事
長
の
山
口
洋
一
氏
の

国
際
教
育
諦
義
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。
1
2
月
1
 
1
日
出
1
3
時
̃
1
6

時
0
0
分

ひ
ょ
う
ご
国
際
プ
ラ

ザ
に
て
。

獲
国
際
教
育
文
化
交
流
会

瑠
0
了
8
I
2
2
1
-
0
2
4
8

h
喜
ミ
w
w
.
h
y
O
巷
i
i
p
.
〇
r
.
j
p
\
s
i
e
n
幕

花時計

鑓
徳
が
亨

★
花
の
力

自
然
の
力

台
風
に
波
打
つ
樹
々
。

ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
神
戸
の
窓
か

ら
台
風
2
3
号
の
通
過
を
眺
め
た
十

月
二
十
日
の
夜
。

“
C
S
の
会
〃

の
取
材
に
伺
っ

た
が
半
数
の
方
々
が
出
席
さ
れ
た

の
に
は
驚
い
た
。
愛
着
が
あ
る
会

な
の
だ
。
お
か
げ
で
御
馳
走
は
倍

あ
や
か
っ
た
。

吉
田
泰
己
さ
ん
の

〃
光
州
ビ
エ

ン
ナ
ー
レ
2
0
0
4
〃

に
参
画
さ

れ
た
映
像
と
語
り
に
感
動
。

テ
ー
マ
は
「
一
粒
の
塵
、
一
滴

の
水
」
。
震
災
的
年
兵
庫
・
神
戸

か
ら
の
発
信
“
水
と
緑
〃

に
集
う

こ
の
展
覧
会
は
、
阪
神
・
淡
路
大

靂
災
の
写
真
パ
ネ
ル
を
バ
ッ
ク
に
、

韓
国
の
日
常
雑
器
を
使
い
、
韓
国

の
緑
と
花
を
使
っ
て
構
成
さ
れ
、

光
と
音
と
の
陰
影
が
織
り
な
す
美

し
き
は
、
祈
り
と
鎮
魂
と
再
生
の

活
力
を
感
じ
た
。

関
東
大
震
災
で
は
、
朝
鮮
人
虐

殺
と
い
っ
た
悲
し
い
事
件
も
起
こ
っ

た
が
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、

韓
国
人
も
外
国
人
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
か
け
つ
け
相
互
扶
助
が
生
ま

れ
た
。

1
1
月
1
9
日
̃
2
1
日
迄
3
日
間
榔

戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
美
術
館
で
、
こ

の
い
け
ば
な
展
が
開
か
れ
る
。

諜
災
か
ら
1
0
年
を
機
に
、
自
然

の
力
、
花
の
カ
を
観
て
、
再
生
す

る
命
や
街
の
こ
と
を
じ
っ
く
り
考

え
る
の
も
い
い
の
で
は
…
。

(
M
・
K
)
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98

阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
今
シ
ー

ズ
ン
の
B
ク
ラ
ス
が
決
定
し
、

勝
率
も
五
割
を
割
っ
た
。
優
勝

か
ら
目
標
を
A
ク
ラ
ス
に
変
更

し
て
応
援
を
し
た
が
、
残
念
な

が
ら
、
達
成
は
な
ら
な
か
っ
た
。

昨
年
の
今
頃
は
、
わ
れ
ら
タ

イ
ガ
ー
ス
フ
ァ
ン
は
胸
を
張
っ

て
巷
を
闊
歩
し
て
い
た
。
十
八

年
ぶ
り
の
優
勝
は
、
全
国
に
興

奮
の
渦
が
舞
っ
た
。

「
撞
虎
復
活
」
と
い
わ
れ
、

そ
の
強
さ
は
群
を
抜
く
勢
い
で
、

他
の
チ
ー
ム
を
圧
倒
し
た
。
セ
・

リ
ー
グ
最
速
の
マ
ジ
ッ
ク
ナ
ン

バ
ー
点
灯
、
球
団
記
録
の
八
十

一
勝
、
観
客
動
員
数
三
百
万
人

突
破
と
記
録
づ
く
め
。
だ
が
、

何
と
い
っ
て
も
こ
の
「
ス
ゴ
イ
」

阪
神
の
原
動
力
は
「
星
野
監
督
」

で
あ
っ
た
。

「
優
勝
す
る
気
が
あ
る
の
か
」

と
フ
ロ
ン
ト
に
迫
り
、
的
確
な

チ
ー
ム
作
り
で
選
手
や
フ
ロ
ン

ト
を
引
っ
張
っ
た
。
そ
の
星
野

監
督
が
辞
任
。
岡
田
新
監
督
が

誕
生
し
た
の
が
昨
秋
の
こ
と
。

優
勝
時
に
は
十
人
日
の
選
手
と

い
わ
れ
た
フ
ァ
ン
も
、
期
待
と

ち
ょ
っ
ぴ
り
不
安
と
で
新
し
い

監
督
を
迎
え
た
。

補
強
バ
ッ
チ
リ
の
阪
神
と
巨

人
。
岡
田
、
堀
内
両
新
監
督
の

腕
の
見
せ
所
で
あ
っ
た
。

だ
が
、
終
わ
っ
て
み
る
と
落

合
新
監
督
率
い
る
「
オ
レ
流
」

野
球
が
優
勝
し
た
。
ま
っ
た
く

補
強
を
せ
ず
「
今
の
戦
力
で
十

分
優
勝
で
き
る
」
と
断
言
し
、

そ
の
と
お
り
に
な
っ
た
。
い
つ

も
笑
顔
で
マ
ウ
ン
ド
へ
行
く
落

合
監
督
は
自
信
に
満
ち
て
い
た
。

感
情
を
あ
ら
わ
に
し
て
勝
利
を

呼
び
込
む
星
野
、
常
に
笑
顔
の

落
合
。
し
か
し
、
二
人
の
共
通

す
る
と
こ
ろ
は
「
自
信
と
信
頼
」

だ
っ
た
。
確
固
た
る
自
信
と
選

手
へ
の
信
頼
、
こ
れ
が
優
勝
を

勝
ち
取
っ
た
の
だ
と
思
う
。

今
年
の
阪
神
、
最
後
に
な
っ

て
ル
ー
キ
ー
筒
井
が
初
勝
利
を

飾
っ
た
。
新
人
の
初
先
発
勝
利

は
、
五
十
九
年
の
村
山
投
手
以

来
の
こ
と
。
烏
谷
は
不
調
に
終

わ
っ
た
。
ア
テ
ネ
に
行
っ
た
藤

本
教
士
選
手
に
替
わ
っ
て
レ
ギ
ュ

ラ
ー
先
発
、
藤
本
が
戻
っ
て
も

岡
田
さ
ん
は
使
い
つ
づ
け
た
。

後
輩
を
か
わ
い
が
り
す
ぎ
る
と

い
う
声
も
あ
っ
た
か
、
並
み
の

ル
ー
キ
ー
で
は
な
い
烏
谷
を
一

人
前
に
し
た
い
と
い
う
強
い
願

望
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
私
の

よ
う
な
藤
本
フ
ァ
ン
に
取
っ
て

は
少
々
眉
を
寄
せ
た
い
状
況
で

あ
っ
た
。

プ
ロ
野
球
界
は
、
新
規
参
入

で
揺
れ
て
い
る
。
ラ
イ
ブ
ド
ア

か
楽
天
か
。
面
白
い
の
は
、
ど

ち
ら
も
監
督
候
補
に
団
居
、
オ

マ
リ
ー
と
い
う
阪
神
出
身
の
人

材
を
上
げ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
う
い
え
ば
、
今
年
パ
・
リ
ー

グ
を
盛
り
上
げ
た
の
は
、
三
冠

王
の
松
中
で
も
、
近
鉄
、
オ
リ
ッ

ク
ス
の
合
併
で
も
な
い
。
阪
神

出
身
の
新
庄
と
い
う
男
で
あ
る
。

ダ
イ
エ
ー
を
迎
え
た
札
幌
ド
ー

ム
最
後
の
試
合
は
二
日
で
八
万

五
千
人
が
入
っ
た
。
ま
る
で
甲

子
園
で
あ
る
。
昨
年
の
一
塁
側

の
よ
う
な
「
感
動
を
あ
り
が
と

う
、
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
!
」
と
い

う
横
断
幕
が
ひ
ら
め
い
た
。
新

庄
と
い
う
類
稀
な
る
男
を
迎
え

た
日
本
ハ
ム
の
勝
利
だ
っ
た
。

残
念
な
が
ら
プ
レ
ー
オ
フ
で
敗

退
、
優
勝
の
夢
は
消
え
た
が
、

阪
神
フ
ァ
ン
に
も
夢
と
希
望
を

与
え
て
く
れ
た
こ
と
は
確
か
で

あ
る
。
金
本
の
打
点
王
、
赤
星

の
盗
塁
王
、
井
川
の
ノ
ー
ヒ
ッ

ト
ノ
ー
ラ
ン
と
明
る
い
話
題
も

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
を

書
く
と
き
、
い
つ
も
話
題
を
作
っ

て
く
れ
る
井
川
が
最
後
に
ス
ゴ

イ
事
を
し
た
。
甲
子
園
の
初
戦

(
対
中
日
戦
)

の
七
回
ま
で
の

ノ
ー
ヒ
ッ
ト
シ
ー
ン
を
思
い
出

す
。
お
め
で
と
う
を
言
っ
て
お

き
た
い
。

最
後
に
、
岡
田
監
督
の
た
っ

た
一
つ
の
勲
章
は
巨
人
に
勝
ち

越
し
た
こ
と
で
あ
る
。
く
た
ば

れ
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
は
阪
神
の
夢

な
の
だ
。
バ
ン
ザ
イ
。

さ
て
、
活
躍
す
る
先
輩
た
ち

を
見
習
っ
て
、
来
年
こ
そ
は
頑

張
っ
て
欲
し
い
。
優
勝
を
勝
ち

取
っ
て
欲
し
い
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
日
本
シ
リ
ー
ズ
を

甲
子
園
で
観
戦
さ
せ
て
く
だ
さ

い
、
岡
田
さ
ん
。覇

偉
業
あ
り
エ
ー
ス
の
長
い
髪
揺
れ
て

友
損
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町
・
紗

タ
カ
ラ
ジ
ェ
ン
ヌ
の

太
平
洋
戦
争

玉
岡
か
お
る

死
と
隣
り
合
わ
せ
の
時
代
に

あ
っ
て
も
、
彼
女
た
ち
は
「
す

み
れ
の
花
」
を
忘
れ
な
か
っ
た
。

宝
塚
歌
劇
団
の
音
楽
学
校
に
学

ぶ
乙
女
た
ち
の
青
春
と
は
。
舞

台
を
奪
わ
れ
、
緑
の
袴
が
も
ん

ぺ
に
替
わ
っ
た
タ
カ
ラ
ジ
ェ
ン

ヌ
た
ち
の
心
を
支
え
た
も
の
は
。

『
歌
劇
』
『
宝
塚
歌
劇
脚
本
集
』

『
宝
塚
年
鑑
』

に
何
が
記
さ
れ

て
い
た
の
か
。
宝
塚
大
劇
場
は

な
ぜ
閉
鎖
さ
れ
、
い
か
に
し
て

再
開
さ
れ
た
の
か
。
貴
重
な
証

言
と
資
料
か
ら
浮
か
び
上
が
る

「
も
う
一
つ
の
昭
和
史
」

に
迫

る
。

の
風
に
な
っ
て
』

の
著
者
・
新

井
滞
氏
に
よ
る
書
き
下
ろ
し
。

結
婚
す
る
カ
ッ
プ
ル
に
最
高
の

視
婚
歌
を
贈
る
。
結
婚
と
は
、

地
図
の
な
い
道
を
共
に
歩
ん
で

行
く
こ
と
。
夫
婦
と
は
、
人
生

の
喜
怒
哀
楽
を
共
有
し
、
共
感

す
る
こ
と
。
結
婚
と
い
う
ス
タ
ー

ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た
2
人
に
、

次
の
よ
う
な
一
節
を
投
げ
か
け

て
い
る
。

二
人
の
胸
に

愛
の
歌
ひ
び
げ
は

お
そ
れ
る
も
の
は

何
も
な
い

二
人
で
励
ま
し
あ
え
ば

よ
る
こ
び
は

二
倍
に

か
な
し
み
は
1
/
2
に

「
写
俳
」
と
称
し
、
奔
放
な
想

像
力
を
か
き
た
て
る
。
伊
丹
三

樹
彦
が
表
現
す
る
「
写
俳
」
は
、

ま
さ
に
新
し
い
表
現
世
界
を
確

立
さ
せ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。
風
に
散
る
桜
の
花
び

ら
、
下
町
の
情
緒
、
一
心
に
戯

れ
る
子
供
達
、
ふ
だ
ん
か
ら
見

慣
れ
る
場
面
を
被
写
体
と
し
て

い
る
が
、
「
写
俳
」
と
し
て
改

め
て
み
る
こ
と
で
新
た
な
驚
き

や
発
見
が
あ
る
。
東
京
か
ら
山

口
ま
で
、
2
ヶ
月
の
撮
り
下
ろ

し
は
、
臨
場
感
に
あ
ふ
れ
て
い

る
。
神
戸
新
聞
文
化
賞
受
賞
記

念
作
。

い
を
寄
せ
て
い
た
同
じ
ア
パ
ー

ト
の
一
階
に
住
む
女
性
が
、
蒸

発
し
た
よ
う
に
消
え
て
し
ま
っ

た
。
そ
の
行
方
不
明
者
の
1
人

な
の
だ
と
い
う
。
果
た
し
て
彼

女
の
行
方
は
。
震
災
体
験
を
記

し
た
小
説
の
中
に
あ
っ
て
、
違
っ

た
角
度
か
ら
視
点
を
当
て
て
い

る
。

ビレッジプレス

本体1500円十貌

ビレッジプレス

本体4000円十説

99

三甲埠撃

タカラジェンヌの

太平洋椴争

新潮新書
本体700円十説

PH P研究所

本体1400円十税

結
婚
お
め
で
と
う

新
井

満

感
動
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
『
千

日
本
春
景

伊
丹
三
樹
彦

写
真
と
俳
句
を
く
っ
つ
け
て

独
り
な
り
け
り

相
木
薫

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
よ
る

死
者
は
6
4
0
1
名
に
の
ぼ
る
。

そ
の
他
、
死
期
を
早
め
た
病
人
、

自
殺
者
を
含
め
る
と
ど
れ
ほ
ど

の
数
に
の
ぼ
る
の
か
。
だ
が
、

も
っ
と
不
思
議
な
こ
と
は
行
方

不
明
者
が
2
名
い
る
と
い
う
こ

と
だ
。
数
字
だ
け
を
見
る
と
災

害
に
は
付
き
も
の
の
現
象
だ
ろ

う
と
見
過
ご
し
が
ち
に
な
る
。

し
か
し
、
親
し
く
付
き
合
っ
て

き
た
友
人
や
、
隣
人
な
ら
ば
。

こ
の
主
人
公
は
、
密
か
に
思

O
N

丁
H
巨

W
A
」
」

小
山
泰
一
二

約
4
0
年
の
歳
月
を
か
け
て
壁

を
撮
り
、
描
き
続
け
て
き
た
小

山
泰
三
氏
。
抽
象
表
現
主
義
を

追
求
し
続
け
、
そ
し
て
壁
の
魅

力
に
魅
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
デ
ジ
タ
ル
の
世
界
に
は
な

い
ア
ナ
ロ
グ
の
世
界
が
も
つ
美

し
さ
。
小
山
氏
の
集
大
成
が
こ

の
作
品
集
で
あ
る
。
写
真
集
で

も
画
集
で
も
な
い
、
モ
ノ
ク
ロ

の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
色
彩
が

加
え
ら
れ
コ
ラ
ー
ジ
ュ
の
形
式

を
と
っ
た
作
品
も
あ
り
、
ペ
ー

ジ
を
め
く
っ
て
い
く
と
映
像
技

術
の
斬
新
さ
に
驚
愕
す
る
。小山秦三作品集
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六
甲
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
企
画

第
1
回
六
甲
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
企
画
が
1
年
間
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
終
え
終
了
。
引
き
続
き
新
た
な
企
画
を
計
画
し
、
継
続
し
て
い
き

ま
す
。

2
0
0
2
年
か
ら
始
ま
っ
た
六
甲
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
が
全
行
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

重
廣
恒
男
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
約
2
0
名
の
参
加
者
が
毎
月
六
甲
山
を

歩
き
ま
し
た
。
初
心
者
か
ら
経
験
者
ま
で
、
ま
た
幅
広
い
年
齢
層
の
メ
ン
バ
ー
で
楽

し
い
1
年
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
、
い
い
思
い
出
が
た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。
多

く
の
人
と
こ
の
企
画
を
通
じ
出
会
え
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
本
当
に

御
協
力
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
1
回

2
0
0
3
年
9
月

第
2
回

2
0
0
3
年
1
0
月

第
2
回

2
0
0
3
年
n
月

第
4
回

2
0
0
3
年
1
2
月

第
5
回

2
0
0
4
年
1
月

第
6
回

2
0
0
4
年
2
月

第
7
回

2
0
0
4
年
3
月

第
8
回

2
0
0
4
年
4
月

第
9
回

2
0
0
4
年
5
月

第
1
0
回

2
0
0
4
年
6
月

第
n
回

2
0
0
4
年
7
月

第
1
2
回

2
0
0
4
年
8
月

六
甲
山
ア
イ
ス
ロ
ー
ド

六
甲
山
徳
川
道

魚
屋
逼

五
助
尾
根

船
坂
谷
か
ら
座
頭
谷

裏
六
甲

全
山
縦
走
①

全
山
縦
走
②

全
山
縦
走
③

地
獄
谷

白
石
谷

西
山
谷

今後もこういった企画を毎月開催する予定になっております。

参加ご希望の方は、下記までご連絡してください。気軽で楽しいメンバーばかりです。初心

者でも構いません。山歩きだけでなく食事会などその他のイベントなども開催しています。ぜ

ひ一度ご連絡を。

GOR I企画室/FAX O78-80 1-7992 メール:go「i@s5,dion,ne.jp
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第12回 六甲山トレッキングツアー(最終回)

西山谷阪急御影一画山谷一極楽茶屋

企画 GORI企画室

協力 ㈱アシックス イカワスポーツ

しロバ路を舞韓ル交にらKへトクれ1( 

醒彙鑑需鱒詔 
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極
地
の
国
の
福
祉
国
家
ノ
ル
ウ
工
I
②

文
・
写
真

上
川
庄
二
郎

盤

難親臨撞磐講簸鶴竪繚軸の美しい鵜0その救難の合間に点在する集落o

【
資
源
の
豊
な
国
・
ノ
ル
ウ
ェ
ー
】

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
国
土
両
横
は
、
日
本
と
ほ
ぼ
同
じ
四
十
万
感
。

し
か
し
そ
こ
に
住
む
人
の
数
は
、
わ
ず
か
四
四
〇
万
人
。
緯
度

の
高
い
国
で
は
あ
る
が
、
メ
キ
シ
コ
暖
流
の
恵
み
を
受
け
て
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
港
全
て
が
不
凍
捲
、
そ
の
上
蓋
な
漁
業
資
源
に

恵
ま
れ
、
そ
の
漁
獲
量
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
第
一
位
で
あ
る
。

さ
す
が
に
農
地
は
少
な
い
が
、
そ
れ
で
も
穀
物
の
自
給
率
は
、

六
十
一
%
、
肉
類
、
卵
、
牛
乳
な
ど
は
一
〇
〇
%
と
い
う
。

さ
ら
に
、
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
の
名
残
か
ら
、
海
運
、
造
船
、
機

械
工
業
が
発
達
し
、
豊
な
水
資
源
を
利
用
し
て
国
内
で
必
要
な

電
力
は
、
全
て
水
力
発
電
で
賄
っ
て
い
る
。

そ
の
上
、
一
九
六
〇
年
代
に
北
海
油
田
が
開
発
さ
れ
、
今
で

は
世
界
で
も
有
数
の
石
油
産
出
国
に
ま
で
の
し
上
が
っ
た
。

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
G
D
P
は
、
世
界
一
と
い
っ
て
も
良
い
ぐ
ら

い
に
高
く
、
高
度
の
福
祉
国
家
実
現
に
大
い
に
貢
献
し
て
い
る
。

今
や
国
民
生
活
の
豊
か
さ
は
、
四
年
連
続
世
界
一
(
国
連
開
発

計
画
二
〇
〇
四
年
「
人
間
開
発
指
数
」
)
。
因
み
に
日
本
は
九
位
。

【
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
】

ノ
ル
ウ
ェ
1
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
か
ら
独
立
を
果
た
し
た
の
は
、

一
九
〇
五
年
の
こ
と
で
あ
る
。
丁
度
こ
の
頃
か
ら
ノ
ー
ベ
ル
賞

の
表
彰
が
始
ま
る
が
、
ノ
ー
ベ
ル
は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
と
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
関
係
悪
化
を
憂
い
、
緊
張
緩
和
を
願
っ
て
平
和
賞
を
ノ

ル
ウ
ェ
ー
に
委
ね
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
が
ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
委

ね
ら
れ
た
こ
と
は
、
小
国
ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
と
っ
て
、
国
威
の
高

揚
に
大
い
に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

【
福
祉
国
家
へ
の
逼
】

十
九
世
紀
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
イ
ギ
リ
ス
経

済
封
鎖
の
影
響
を
受
け
て
壊
滅
的
な
経
済
的
打
撃
を
被
っ
た
。

こ
ん
な
こ
と
か
ら
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
人
々
は
農
村
部
か
ら
都
市

部
へ
と
移
り
始
め
、
や
が
て
二
〇
〇
万
人
の
国
民
の
う
ち
、
六

十
万
人
と
い
う
大
量
の
人
口
が
ア
メ
リ
カ
に
移
民
し
た
。
こ
の

人
口
の
大
量
減
は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
従
来
型
の
扶
義
形
態
の
崩

壊
を
も
た
ら
し
、
福
祉
施
策
の
根
本
的
な
対
応
を
迫
ら
れ
る
と

こ
ろ
と
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
粘
り
強
く
勝
ち
取
っ
た
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
か
ら
の
独
立
は
、
筋
金
入
り
の
民
主
主
義
国
家
を

宣02
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築
く
礎
を
集
い
た
と
い
え
る
。
こ
う
し
て
、
独
立
後
の
ノ
ル
ウ
ェ
ー

は
、
経
済
の
建
て
直
し
に
取
り
組
む
一
方
、
労
働
党
主
導
の
下

に
、
社
会
福
祉
、
教
育
、
政
治
的
自
由
の
面
で
急
速
な
展
開
を

見
せ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
模
範
的
存
在
と
な
っ
て
ゆ
く
。

第
二
次
大
戦
後
、
北
海
油
田
の
開
発
も
相
僕
っ
て
、
一
九
六

七
年
に
は
社
会
保
障
制
度
の
大
幅
な
改
革
が
行
わ
れ
、
今
日
の

福
祉
国
家
の
原
型
が
形
成
さ
れ
た
。
更
に
、
一
九
八
一
年
に
は
、

三
男
一
女
の
母
で
あ
り
小
児
科
医
で
も
あ
る
グ
ロ
・
ハ
ー
レ
ム
・

プ
ル
ン
ト
ラ
ン
女
史
が
四
十
一
歳
の
若
さ
で
首
相
の
座
に
着
き
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
女
性
の
地
位
向
上
に
計
り
知
れ
な
い
影
響
を
与

え
た
。
現
在
で
は
男
女
平
等
の
最
も
進
ん
だ
国
で
あ
る
。

【
ノ
ル
ウ
工
-
の
人
々
の
暮
ら
し
】

先
ず
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
人
の
労
働
時
間
は
、
週
三
十
七
・
五
時

間
に
制
限
さ
れ
て
お
り
、
日
本
の
よ
う
な
恒
常
的
な
残
業
は
な

い
。
こ
う
し
て
で
き
た
自
由
時
間
は
、
家
族
と
の
団
欒
や
育
児
、

ア
ウ
ト
ド
ア
ラ
イ
フ
な
ど
に
使
わ
れ
る
。

そ
し
て
ノ
ル
ウ
ェ
ー
人
に
と
っ
て
の
休
暇
と
は
、
す
な
わ
ち

自
然
に
親
し
む
と
い
う
こ
と
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
人
た
ち
の
約
半
数

は
、
「
ヒ
ッ
タ

(
山
小
屋
)
」
と
呼
ば
れ
る
別
荘
を
島
に
持
ち
、

夏
に
な
る
と
ポ
ー
ト
や
ヨ
ッ
ト
を
操
り
、
海
を
我
が
庭
の
如
く

に
し
て
遊
ぶ
。
"
自
然
と
と
も
に
暮
ら
す
〃
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

そ
の
ヒ
ッ
タ
に
は
、
電
気
も
水
道
も
ガ
ス
も
引
か
な
い
。

も
ち
ろ
ん
社
会
保
障
制
度
が
確
立
し
て
い
る
か
ら
、
年
金
で

悠
々
自
適
の
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
て
老
後
の
心
配

は
な
い
。
日
本
の
現
状
と
は
大
違
い
。

【
町
は
遊
園
地
?
】

街
を
走
る
汽
車
ポ
ッ
ボ
は
子
供
た
ち
の
み
な
ら
ず
、
大
人
た

ち
に
と
っ
て
も
ア
イ
ド
ル
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
ん
な
乗
り
物

は
、
自
動
車
優
先
社
会
の
日
本
な
ら
到
底
許
さ
れ
そ
う
に
な
い
。

【
ス
ヴ
ァ
ル
パ
ー
ル
条
約
に
学
ぼ
う
】

ス
ヴ
ァ
ル
バ
ー
ル
と
は
、
ノ
ー
ル
カ
ッ
プ
の
北
約
一
〇
〇
〇

血
の
北
極
海
に
あ
る
絶
海
の
群
島
の
こ
と
。
ス
ヴ
ァ
ル
バ
ー
ル

条
約
は
、
一
九
二
〇
年
、
北
欧
三
国
の
他
、
米
、
英
、
仏
、
蘭
、

日
本
に
よ
っ
て
調
印
さ
れ
た
。
一
九
九
八
年
現
在
、
世
界
四
十

二
か
国
が
こ
の
条
約
に
加
盟
し
て
い
る
。
領
土
の
所
有
権
は
ノ

ル
ウ
ェ
ー
に
あ
る
が
、
条
約
加
盟
国
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
法
令
に

従
う
と
い
う
原
則
の
下
に
、
平
等
に
入
国
す
る
権
利
が
あ
る
。

わ
が
国
の
北
方
領
土
に
つ
い
て
も
こ
の
ス
ヴ
ァ
ル
バ
ー
ル
条

約
の
よ
う
な
智
恵
を
働
か
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
か
。
政

府
関
係
者
に
は
大
い
に
勉
強
し
て
欲
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

【
余
裕
の
あ
る
船
旅
は
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
学
ば
せ
て
く
れ
る
】

こ
の
よ
う
に
、
船
旅
で
各
地
を
訪
れ
る
と
、
そ
の
土
地
の
素

晴
ら
し
さ
を
い
ろ
ん
な
示
唆
を
込
め
て
学
ば
せ
て
く
れ
る
。

こ
れ
は
、
一
̃
二
滴
ご
と
に
ホ
テ
ル
を
変
わ
ら
ね
ば
な
ら
な

い
通
常
の
忙
し
い
旅
と
異
な
り
、
船
旅
は
、
旅
の
問
も
自
分
の

書
斎
に
い
る
か
の
よ
う
に
、
も
の
を
読
ん
だ
り
害
い
た
り
す
る

時
間
の
余
裕
が
持
て
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

103

S」自動車

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



104

喜
新
連
載
・
神
戸
ス
ト
ー
リ
ー
/
第
三
回

「
五
線
紙
の
街
」
̃
神
一
号
彩
っ
た
人
た
ち
̃

絵文
● ●

中宮
西田

省達
伍夫

「
ト
ー
ア
ロ
ー
ド
」

い
か
に
も
外
国
風
の
名
前
に
聞
こ
え
る

が
、
以
前
に
こ
の
通
り
突
き
当
り
に
東
亜
ホ
テ
ル
と
い
う
の
か

あ
り
、
そ
れ
か
ら
由
来
す
る
と
聞
い
た
。

こ
の
辺
り
は
特
に
、
舶
来
神
戸
を
感
じ
さ
せ
た
。

谷
崎
文
学
に
出
て
来
た
ハ
イ
ウ
ェ
イ
と
か
帽
子
の
マ
キ
シ
ン
、

美
味
し
い
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
を
食
べ
さ
せ
る
デ
リ
カ
テ
ッ
セ
ン
、

神
仙
閥
、
厚
い
ビ
ロ
ー
ド
の
カ
ー
テ
ン
が
店
の
入
口
の
ド
ア
代

わ
り
の
イ
タ
リ
ア
料
理
の
ド
ン
ナ
ロ
イ
ヤ
は
海
岸
通
近
く
の
東

明
ビ
ル
の
地
下
に
あ
っ
た
。
店
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
は
い
つ
も
白

髪
の
主
人
の
ド
ン
ナ
ロ
イ
ヤ
が
イ
タ
リ
ア
語
で
お
客
と
立
ち
話

を
し
て
い
た
。
何
処
も
か
し
こ
も
が
外
国
を
感
じ
さ
せ
る
所
で

そ
れ
が
神
戸
で
あ
っ
た
。

神
戸
の
象
徴
み
た
い
な
外
人
墓
地
は
早
く
か
ら
再
度
山
の
方

に
移
転
し
た
。
し
か
し
名
称
だ
け
は
国
鉄
臨
海
線
の
信
号
機
に

外
人
墓
地
踏
み
切
り
と
記
さ
れ
て
い
た
。
残
念
な
が
ら
こ
れ
に

気
が
つ
く
人
は
誰
も
い
な
か
っ
た
。

こ
の
頃
は
ワ
ン
ハ
ッ
ピ
ー
タ
イ
ム
所
謂
連
れ
込
み
の
ホ
テ
ル

も
こ
う
し
た
店
と
共
に
乱
立
し
て
、
な
ん
と
も
言
え
な
い
雰
囲

気
を
か
も
し
た
し
て
い
た
。

面
白
い
の
は
中
華
料
理
店
が
そ
の
ホ
テ
ル
に
出
前
を
す
る
こ

と
だ
。
ホ
テ
ル
に
は
メ
ニ
ュ
ー
が
置
い
て
あ
り
値
段
は
百
円
上

乗
せ
し
て
あ
る
と
い
う
。
い
か
に
も
合
理
的
に
で
き
て
い
る
。

あ
る
日
、
田
宮
が
久
々
に
ガ
ス
ラ
イ
ト
に
い
く
と
店
が
閉
ま
っ

て
お
り
木
材
が
打
ち
付
け
て
あ
っ
た
。

変
だ
と
思
い
ウ
ッ
ド
ハ
ウ
ス
を
の
ぞ
く
と
チ
ャ
ー
リ
ー
か
い

た
の
で
、
聞
く
と
、
店
の
オ
ー
ナ
ー
が
博
打
の
か
た
に
と
ら
れ

た
ら
し
い
と
教
え
て
く
れ
た
。
カ
ズ
は
何
処
に
と
聞
く
と
知
ら

な
い
と
い
う
。
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浮
き
草
稼
業
の
ジ
ャ
ズ
マ
ン
と
言
う
が
よ
く
言
っ
た
も
ん
だ

と
思
っ
た
。

し
ば
ら
く
、
三
宮
界
隈
を
行
く
店
ご
と
に
カ
ズ
の
行
方
を
尋

ね
た
が
誰
も
知
っ
た
人
は
居
な
か
っ
た
。

「
カ
ズ
な
ら
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
の
所
で
デ
キ
シ
ー
ラ
ン
ド
と
言

う
名
前
で
店
を
や
っ
て
い
る
よ
」

と
田
宮
の
知
り
合
い
の
男
が
教
え
て
く
れ
た
。

フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
に
は
神
戸
市
役
所
が
あ
り
、
そ
の
向
か
い

側
に
テ
キ
サ
ス
タ
ー
バ
ン
と
い
う
店
が
あ
り
、
こ
の
辺
り
は
速

め
に
見
る
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
風
の
景
観
を
感
じ
さ
せ
る
所
で
あ
っ

た
。す

ぐ
近
く
に
石
作
り
の
6
階
建
て
の
新
神
戸
ホ
テ
ル
と
い
う

古
い
ホ
テ
ル
が
あ
り
、
営
業
は
す
で
に
や
め
て
い
た
。
そ
の
代

わ
り
に
ア
パ
ー
ト
と
し
て
人
が
住
ん
で
い
た
が
、
外
観
は
神
戸

の
街
の
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
に
豊
か
さ
を
与
え
て
い
た
。

カ
ズ
の
新
し
い
店
デ
キ
シ
ー
ラ
ン
ド
は
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
に

画
し
た
所
に
あ
っ
た
。
西
部
劇
の
バ
ー
の
よ
う
に
入
り
口
は
両

開
き
で
、
中
に
入
る
と
カ
ズ
が
小
型
の
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
で
得

意
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
弾
い
て
い
た
。

「
お
久
し
ぶ
り
」

カ
ズ
は
ピ
ア
ノ
の
演
奏
の
手
を
止
め
ず
に
何
時
も
の
愛
婿
の
あ

る
顔
で
田
宮
を
迎
え
た
。

「
ど
う
?
い
い
店
で
し
ょ
う
?
」

こ
れ
ま
で
の
経
緯
は
一
切
無
し
で
、
何
時
も
の
延
長
線
上
の
雰

囲
気
だ
。

カ
ズ
の
横
に
は
バ
ン
ジ
ョ
ー
の
サ
ミ
ー
の
姿
は
触
か
っ
た
。

「
サ
ミ
ー
は
?
」

「
サ
ミ
ー
が
一
人
で
し
た
い
と
い
う
の
で
、
い
ろ
い
ろ
話
し
あ
っ

た
ん
だ
け
ど
そ
う
す
る
こ
と
に
し
た
の
」

さ
り
げ
な
く
ピ
ア
ノ
を
引
く
手
は
休
め
ず
に
答
え
た
。

「
ど
こ
で
彼
は
弾
い
て
い
る
の
?
」

「
知
ら
な
い
」

カ
ズ
の
目
線
は
鍵
盤
の
上
に
変
わ
っ
て
い
た
。

水
割
り
を
注
文
す
る
と
店
に
入
っ
た
時
奥
の
座
席
に
座
っ
て

い
た
小
柄
な
魅
力
的
な
女
性
が
運
ん
で
き
た
。
カ
ズ
は
何
も
言

わ
な
か
っ
た
が
奥
さ
ん
だ
と
直
観
し
た
。

「
水
割
り
5
0
0
円
に
し
て
い
る
の
、
安
い
で
し
ょ
う
」

間
か
な
い
の
に
カ
ズ
は
相
変
ら
ず
ピ
ア
ノ
を
弾
き
な
が
ら
田
宮

に
言
っ
た
。

後
で
判
っ
た
こ
と
だ
が
カ
ズ
は
芦
屋
で
父
親
が
不
動
産
業
を

し
て
い
る
娘
と
結
婚
し
て
お
り
、
そ
の
父
親
が
娘
の
婿
の
た
め

に
自
分
の
持
っ
て
い
る
土
地
で
と
建
物
を
カ
ズ
に
使
わ
せ
て
い

た
の
だ
っ
た
。

シ
ェ
フ
一
人
と
カ
ズ
そ
し
て
奥
さ
ん
の
三
人
で
営
業
し
て
い

た
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
の
店
は
暫
く
は
繁
盛
し
て
い
た
。
自
分
の

店
が
持
て
た
と
い
う
カ
ズ
の
最
高
の
時
代
で
あ
っ
た
か
も
し
れ

な
い
。

あ
る
日
店
に
行
く
と
い
つ
も
奥
の
座
席
に
座
っ
て
い
る
カ
ズ

の
奥
さ
ん
が
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
後
何
回
か
行
っ
て
も
彼
女
の
姿
は
無
か
っ
た
。
田
宮
は

強
い
て
カ
ズ
に
聞
こ
う
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。

暫
く
遠
ざ
か
っ
て
い
た
の
で
久
々
に
デ
キ
シ
ー
ラ
ン
ド
を
訪

ね
る
と
入
り
口
が
材
木
で
塞
が
れ
て
い
た
が
閉
店
す
る
と
も
何

の
張
り
紙
も
無
か
っ
た
。

神
戸
と
は
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
疎
遠
と
な
っ
た
。

音
宮
田
達
夫
(
み
や
た
た
つ
を
)

フ
リ
ー
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
。
一
九
三
六
年
生
ま
れ
。
毎
日
放
送
入

社
、
大
阪
府
警
・
大
阪
市
・
万
国
博
な
ど
の
記
者

ク
ラ
ブ
担
当
。
M
B
S
ナ
ウ
担
当
後
、
報
道
局
兼

事
業
局
次
長
の
二
足
の
わ
ら
じ
で
、
放
送
記
者
と

し
て
宝
塚
、
歌
舞
伎
を
取
材
。
イ
ベ
ン
ト
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
と
し
て
も
活
躍
。
元
事
業
局
長
。
バ
ー
ボ
ン

ク
ラ
ブ
会
員
。
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臆
北
斎
ミ
ス
テ
リ
ー
<
1
 
8
>

「
浪
富
士
」

に
も
う
一
つ
の
富
士

中
右

瑛

北
斎
セ
ン
セ
イ
の
代
表
作
『
富
嶽
三
十
六
景
』

シ
リ
ー
ズ
中
、

最
も
有
名
な
作
は

「
赤
富
士
」

(
凱
風
快
晴
)

で
あ
る
。
朝
日

に
映
え
て
真
赤
に
炎
え
だ
富
士
の
一
瞬
の
姿
は
、
ま
た
ア
イ
ド

ル
と
し
て
愛
し
た
日
本
人
に
は
、
こ
う
こ
う
し
く
、
貴
い
印
象

を
与
え
て
い
る
。

し
か
し
、
外
国
で
は
、
こ
の

「
赤
富
士
」

よ
り
も
、
「
浪
富

士
」

(
神
奈
川
沖
浪
裏
)

の
方
が
注
目
を
浴
び
た
。
そ
れ
は
、

画
面
一
杯
に
大
渡
が
描
か
れ
、
大
渡
が
こ
の
よ
う
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
に
描
か
れ
る
こ
と
は
、
か
つ
て
の
浮
世
絵
に
は
な
か
っ
た
。

波
を
主
題
と
し
、
リ
ズ
ミ
カ
ル

「
動
」

を
強
調
し
た
絵
は
、
西

洋
絵
画
に
も
殊
の
外
少
な
く
、
こ
れ
ぞ
浮
世
絵
の
真
髄
ジ
ャ
ポ

ニ
ズ
ム
と
し
て
驚
き
を
も
っ
て
向
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。「

浪
富
士
」

の
渦
巻
く
動
感
構
図
は
、
ま
る
で
洗
濯
機
の
中

を
の
ぞ
き
見
る
よ
う
に
、
奥
へ
奥
へ
と
吸
い
込
ま
れ
て
い
く
。

そ
の
渦
の
焦
点
に
小
さ
な
富
士
が
テ
ン
と
居
す
わ
っ
で
い
る
。

鑑
賞
者
も
目
が
ぐ
る
ぐ
る
廻
る
錯
覚
に
陥
り
、
力
動
感
あ
ふ
れ

る
画
面
に
吸
い
込
ま
れ
る
不
思
議
な
構
成
は
、
心
憎
い
ほ
ど
で

あ
る
。

気
宇
壮
大
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
荒
れ
る
大
波
の
先
端
は
、
ま

る
で
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
い
妖
怪
の
触
手
の
よ
う
に
、
爪
を
立
て

て
、
浪
岡
に
た
だ
よ
う
舟
を
襲
う
。
小
さ
く
見
え
る
三
鰻
の
舟

は
、
い
ま
に
も
大
波
に
食
わ
れ
そ
う
だ
。

こ
の
舟
は
、
房
総
・
伊
豆
方
面
か
ら
生
魚
を
一
刻
も
早
く
江

戸
に
運
ぶ
押
送
船
で
あ
る
。
い
ま
で
い
う
な
ら
急
行
便
。
荷
の

影
は
見
え
ず
、
江
戸
に
運
び
終
え
た
帰
路
の
よ
う
だ
。
人
物
の

頭
が
ド
タ
ロ
の
よ
う
に
白
く
見
え
る
。
厳
し
い
自
然
と
対
時
す

る
江
戸
時
代
の
人
々
の
生
活
が
、
こ
の
絵
か
ら
か
い
間
見
え
る
。

「
浪
富
士
」

の
リ
ズ
ム
感
、
斬
新
構
図
、
奇
想
…
そ
し
て
造

型
の
極
致
を
見
る
強
烈
な
印
象
は
、
世
界
中
の
人
々
に
不
滅
の

イ
メ
ー
ジ
を
与
え
て
い
る
。

こ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
大
波
の
リ
ズ
ム
感
に
感
化
を
受
け
て

作
曲
さ
れ
た
の
か
、
ア
ノ
、
有
名
な
作
曲
家
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
の

交
響
詩
『
海
』

で
あ
る
。

『
富
嶽
三
十
六
景
』

シ
リ
ー
ズ

(
裏
富
士
を
加
え
て
四
十
六

図
)

が
完
成
し
た
の
は
、
広
重
が
『
東
海
道
五
十
三
次
』

シ
リ
ー

ズ
を
出
版
す
る
直
前
で
あ
る
。
こ
の
北
斎
『
富
嶽
三
十
六
景
シ

リ
ー
ズ
』
が
、
ま
だ
駆
け
出
し
の
広
重
に
大
い
に
刺
激
を
与
え

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

北
斎
セ
ン
セ
イ
が

「
浪
富
士
」

を
描
い
た
の
は
既
に
七
十
歳

を
過
ぎ
た
こ
ろ
で
、
当
時
、
為
一
と
名
乗
っ
て
い
た
。
為
一
画

号
は
、
北
斎
セ
ン
セ
イ
還
暦
の
と
き
に
改
名
し
た
も
の
で
、
一

か
ら
や
り
直
す
…
と
い
う
意
味
が
あ
っ
た
。
セ
ン
セ
イ
の
画
家

執
念
が
う
か
が
い
知
ら
れ
る
。

こ
の

「
浪
富
士
」

に
、
新
し
い
発
見
が
あ
っ
た
。
も
う
一
つ

の
富
士
が
隠
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

遠
景
の
小
さ
な
富
士
の
す
ぐ
左
側
の
狼
の
中
に
、
そ
れ
が
隠

さ
れ
て
い
る
の
か
お
わ
か
り
で
あ
ろ
う
。

浪
に
隠
さ
れ
た
富
士
を
よ
く
よ
く
観
察
す
る
と
、
頂
上
に
は

雪
を
頂
き
、
左
肩
に
は
コ
ブ
の
よ
う
な
ふ
く
ら
み
の
宝
永
山
が

106

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



描
か
れ
、
誠
に
リ
ア
ル
で
、
現
実
の
富
士
像
に
最
も
近
い
。

そ
れ
に
比
べ
れ
ば
、
遠
景
の
富
士
は
均
整
の
と
れ
た
も
の
で
、

理
想
像
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

北
斎
セ
ン
セ
イ
は
現
実
像
と
、
理
想
像
と
を
、
一
つ
の
画
面

に
描
き
わ
け
た
訳
で
あ
る
。

現
実
と
理
想
。
画
面
の
中
央
に
ド
ン
と
居
す
わ
っ
だ
ぽ
ん
と

う
の
富
士
は
実
は
二
セ
モ
ノ
で
、
渡
の
中
の
富
士
が
実
は
ホ
ン

モ
ノ
と
、
セ
ン
セ
イ
は
い
い
た
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
ん
な
同

趣
向
に
似
た
シ
ャ
レ
と
遊
び
は

『
富
嶽
三
十
六
景
・
甲
州
三
坂

水
面
』

で
も
試
み
て
い
る
。
こ
の
話
は
後
日
続
け
る
。

人
を
喰
っ
た
北
斎
セ
ン
セ
イ
の
一
流
の
シ
ャ
レ
と
ユ
ー
モ
ア
。

あ
る
い
は
、
中
右
流
の
錯
覚
論
法
と
一
笑
さ
れ
る
人
が
い
る
か

も
知
れ
な
い
が
、
私
は
本
気
で
あ
る
。

『富嶽三十六景・神奈川沖浪重言俗に「浪富士」と呼ばれている

諒. ::選書-〇・・・・∴-‾
大浜に隠されたもう-つの富士

書
中
有

珠
(
な
か
う
・
え
い
)

抽
象
画
豪
。
浮
世
絵
"
夢
二
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
。
一
九
三
四
年
生
ま
れ
、
神

戸
市
在
住
。
行
動
美
術
展
に
お
い
て
奨
励
賞
、
新
人
賞
、
会
友
賞
、
行
動

美
術
賞
受
賞
。
浮
世
絵
内
山
賞
受
賞
。
半
と
ん
現
代
美
術
賞
、
兵
庫
県
文

化
賞
、
神
戸
市
文
化
賞
な
ど
受
賞
。
現
在
、
行
動
美
術
協
会
会
員
、
国
際

浮
世
絵
学
会
常
任
理
事
。
善
書
多
数
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LOU8S VU寒丁丁ON
ルイ・ヴィトン 時空を超える意匠の旅

園関連イベントのお知らせ

演題「ブランド 価値の創造」
単なる銘柄にすぎないブランドが、な

聖倍をもつ平年三㌧エ窄聖雪空蝿
ドとは何か。ブランドの誕生と成長を解

き明かす価値創造のマーケテイング論。

日時11月14日(日)14こ00-15:30

場所 兵庫県立美術館ミュージアムホール

講師 石井淳蔵氏
(神戸大学大学院経営学研究科教授)

聴講は無料ですが本展の観覧券が必要です。

石井淳殻氏のプロフィール 

1947年大阪府生まれ 

1970年神戸大学経営学部卒業 

1975年同大学院経営学研究科博士課程修了 
同志社大学教授を経て現職専攻経営学、マーケテイング講 

善菩「ゼミナール マーケテイング入門」(日本経済新聞社)2004年 

『ブランド 価値の創造」(岩波新宮)1999年 

演題「ルイ・ヴィトンのデザインの謎を解く

ーフランスの中世趣味か、日本の家紋か」
本展においてアドバイザーとして、企画にも

深くかかわっている三浦氏が語ります。

日時11月28日(日)14:00-15:30

場所 兵庫県立美術館ミュージアムホール

講師 三浦篤氏
(東京大学大学院総合文化研究科助教授)

聴講は無料ですが本展の観覧券が必要です。

三浦籍氏のプロフィール 

1957年島根県生まれ 

1981年東京大学教養学部卒業(フランス科) 

1984年東京大学大学院人文科学研究科美術史学修士課程修了 

1997年パリ第4大学で文学博士号を取得 

善普 陀なざしのレッスンi西洋伝統絵画」(東京大学出版会)2001年 

「自画像の美術史」(東京大学出版会)共著2003年 

国葬諾欝落涙灘通…帥8-262_。9。1
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松遭家

諾薪を
鬼塚喜j舶障さんを囲

日 時 12月6日(月曜日) 

18時- 

場所 まつのや 
(神戸交通センタービル9F丁Eし3330678) 

会費 お一人様 6,000円 

(お料理、飲物、税サ込み) 

お申込みは、月刊神戸っ子担当・小泉まで 
TELO78-331-2246 F‘AXO78-331-2795 

携帯09ひ33己91792 

音管楽時間

ランチタイム 11:00-・15:00 (ラストオーダー14:30)

ディナータイム17:〇〇・-23:00 (ラストオーダー21:30)

"ランチメニューのご案内

季節コース 5,5〇〇円 彩 膳 2,000円

お手軽会席 3,800日 和定食(月一食のみ) 1 ,50〇円

サービス膳 2,与00円

相通幕
神戸市中央区三宮町1 -1 0-1

神戸交通センタービル9階

電話(078) 333-0678

http:〃www/m atu noya.co.jp

Eメールinfo「@matunoya.co.jp
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新潟県中越地震

豊岡・淡路風水害

被災地の皆々さまへ心より御見舞い申し上げます

人事でない震災と風水害に、地球の異変を感じて

おりますが、自然の猛威は厳しく震災10年を迎える

神戸だからこそ、その苦しみから起ち上る人々に、

1日も早い復興を祈るのみであります。

KOBEから愛と祈りを込めて

月刊神戸っ子編集部一同

平成16年11月

109

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m


